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２面 在宅医療講演会
4面 地域で暮らすためにみんなで考える
5面 憲法を生きる
7面 複眼的に思索する読書教室

歯
科
技
工
士
数
は

近
年
減
少
傾
向
に
あ

り
、
特
に
若
年
者
で

は
著
し
い
。
歯
科
技

工
士
学
校
の
廃
止
や

若
い
歯
科
技
工
士
の

離
職
率
の
高
さ
が
追
い
打
ち
を

か
け
、
歯
科
技
工
士
の
高
齢
化

が
一
段
と
進
み
、
将
来
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
。

政
府
は
長
期
展
望
に
立
っ
た

歯
科
技
工
士
育
成
に
力
を
注
ぐ

べ
き
で
あ
る
。
解
決
策
の
一
つ

に
外
国
人
歯
科
技
工
士
の
就
労

が
あ
る
。
し
か
し
、
留
学
生
が

日
本
の
歯
科
技
工
士
養
成
施
設

で
学
び
国
家
試
験
に
合
格
し
て

も
、
外
国
人
歯
科
技
工
士
に
は

在
留
資
格
が
な
い
た
め
、
日
本

で
歯
科
技
工
士
と
し
て
勤
務
で

き
な
い
。

厚
労
省
の
第
４
回
歯
科
技
工

士
の
養
成
・
確
保
に
関
す
る
検

討
会
が
昨
年
11
月
19
日
に
省
内

で
開
か
れ
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
出
席
し
た
法
務
省
入
国
管

理
局
入
国
在
留
課
の
高
竿
補
佐

官
が
就
労
関
係
の
在
留
資
格
に

つ
い
て
説
明
。「『
医
療
』
の
在

留
資
格
に
、
医
師
、
歯
科
医

師
、
薬
剤
師
、
保
健
師
、
助
産

師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
、
歯

科
衛
生
士
、
診
療
放
射
線
技

師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
、
視
能
訓
練
士
、
臨
床
工

学
技
士
又
は
義
肢
装
具
士
は

含
ま
れ
て
い
る
が
、
歯
科
技
工

士
は
含
ま
れ
て
い
な
い
」
と
指

摘
し
た
。
就
労
を
可
能
に
す
る

た
め
に
は
「
出
入
国
管
理
及
び

難
民
認
定
法
」
第
７
条
第
1
項

第
2
号
の
基
準
に
定
め
る
省
令

の
中
に
「
歯
科
技
工
士
」
の
追

記
が
必
要
と
し
た
。「
日
本
人

歯
科
技
工
士
の
就
労
に
特
段
影

響
し
な
い
の
が
条
件
」
と
も
述

べ
た
。

去
る
12
月
16
日
（
日
）、
ホ

テ
ル
金
沢
に
お
い
て
「
在
宅
患

者
に
必
要
十
分
な
医
療
を
届
け

る
た
め
に
」
と
題
し
て
医
師
と

コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
の
た
め
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
46

人
が
参
加
し
た
。
２
０
２
５
年

問
題
解
決
の
切
り
札
と
さ
れ
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
」
だ
が
、
と

り
わ
け
在
宅
医
療
の
複
雑
化
が

水
を
差
す
形
に
な
っ
て
い
ま
い

か
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
住
ま
い

の
多
様
化
、
特
に
退
院
後
の
生

活
の
事
情
に
よ
り
、
行
き
先
が

有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
、
あ
る

い
は
介
護
保
険
施
設
と
な
る
こ

と
で
、
医
療
や
介
護
報
酬
の
算

定
の
仕
方
が
ま
っ
た
く
異
な
っ

た
り
、
時
に
は
算
定
す
ら
で
き

な
い
場
合
が
あ
る
。
複
雑
化
し

医師とコ・メディカルのためのシンポジウム

副会長　小川　滋彦（金沢市・内科）

在宅患者に必要十分な
　　　　　　　 医療を届けるために

Ｇ
Ｈ
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
／
特
養
で
の
診
療
／

特
別
訪
問
看
護
指
示
な
ぜ
14
日
間
？

住
ま
い
で
異
な
る
算
定
制
限

た
診
療
・
介
護
報
酬
を
今
一
度

整
理
し
、
制
限
を
知
っ
た
上
で

必
要
か
つ
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
医
療
・
介
護
を
受
け

る
権
利
を
保
て
る
工
夫
を
話
し

合
う
場
と
し
て
企
画
し
た
。

ま
ず
、
工
藤
浩
司
事
務
局
長

よ
り
「
診
療
・
介
護
報
酬
に
お

け
る
算
定
制
限
の
概
要
」
と
題

し
て
基
調
講
演
が
あ
っ
た
。
給

付
調
整
に
よ
る
制
約
、
医
療
従

事
者
の
配
置
義
務
に
よ
る
制

約
、
一
戸
建
て
か
集
合
住
宅
か

に
よ
る
区
分
な
ど
が
論
点
整
理

と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
が
、
当
協

会
を
含
む
保
団
連
北
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
の
厚
労
省
交
渉
が
一
定

の
成
果
を
生
ん
で
い
る
こ
と
も

紹
介
さ
れ
、
協
会
活
動
が
会

員
の
意
見
を
吸
い
上
げ
る
こ

と
の
意
義
を
伝
え
る
も
の
と

な
っ
た
。

続
い
て
、
各
演
者
か
ら
ご
発

表
を
い
た
だ
い
た
。
ま
ず
城
北

ク
リ
ニ
ッ
ク
・
大
川
義
弘
氏
か

ら
は
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
が
入
れ

な
い
施
設
入
居

者
（
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
）

に
無
償
で
言
語

聴
覚
士
が
介
入

し
た
試
み
か

ら
、
専
門
職
が

介
護
報
酬
で
き

ち
ん
と
入
る
こ

と
が
大
変
有
効

で
、
逆
に
言
え

ば
報
酬
評
価
が

な
い
こ
と
が
、

患
者
の
回
復
の

チ
ャ
ン
ス
を

奪
っ
て
い
る
こ

と
を
訴
え
ら
れ

た
。
ま
た
、
ロ
ン
グ
の
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
に
入
っ
た
患
者
を
訪

問
診
療
で
き
る
の
は
原
則
30
日

以
内
と
い
う
縛
り
に
対
し
て
、

神
経
内
科
専
門
医
と
し
て
は
最

後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
関
わ
り

た
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
も
示
さ

れ
た
。

二
席
の
三
宅
医
院
・
三
宅
靖

氏
か
ら
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
嘱
託
医
と
し
て
の
長

年
の
経
験
か
ら
、
そ
の
実
際
と

問
題
点
を
お
示
し
い
た
だ
い

た
。
近
年
、
要
介
護
３
以
上
で

中
等
症
以
上
の
医
学
管
理
を
必

要
と
す
る
入
所
者
が
大
半
を
占

め
る
よ
う
に
な
り
、
施
設
職
員

が
疲
弊
し
て
い
る
こ
と
、
待
機

者
の
激
減
が
施
設
運
営
の
危
機

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
さ

れ
た
。

三
席
の
か
が
や
き
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
野
口
晃
氏
か
ら
は
在
宅
メ

イ
ン
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
立
場
か

ら
、
慢
性
心
不
全
な
ど
非
が
ん

の
終
末
期
医
療
に
お
け
る
診
療

報
酬
上
の
不
備
を
指
摘
い
た
だ

い
た
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
特

別
訪
問
看
護
指
示
書
が
14
日
間

し
か
有
効
で
な
い
こ
と
の
不
都

合
（
連
日
の
訪
問
看
護
が
必
要

に
も
関
わ
ら
ず
対
応
で
き
な

い
）
を
訴
え
ら
れ
た
。

最
後
の
フ
ロ
ア
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
参
加
者
か
ら
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
者
が
重
症

化
し
て
い
る
こ
と
に
対
応
で
き

る
診
療
報
酬
体
系
の
要
望
、
自

己
負
担
割
合
が
上
が
り
患
者
負

担
増
が
受
診
抑
制
に
な
っ
て
い

る
の
は
問
題
と
の
発
言
が
あ

り
、
さ
ら
に
病
院
医
師
か
ら
は

在
宅
医
療
の
実
際
を
分
析
的

に
俯
瞰
す
る
今
回
の
企
画
へ
の

関
心
の
高
さ
が
示
さ
れ
た
。
ま

さ
に
、
在
宅
医
療
の
問
題
は
基

幹
病
院
と
共
有
す
べ
き
問
題
で

あ
り
、
今
後
の
医
師
と
コ
・
メ

デ
ィ
カ
ル
の
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
へ
の
展
望
を
確
認
す
る
会

と
な
っ
た
。

第45回定期総会

第2部 記念講演  
・テーマ1／医師から見た沖縄をめぐる
　　　　 課題・歴史（仮）
・講　  師／仲里　尚実 氏（沖縄県保険医協会会長）
・テーマ2／辺野古移設反対運動について（仮）
・講　  師／瀬長　和男 氏
　　　　　　（安保廃棄・くらしと民主主義を守る沖縄県
　　　　　　統一行動連絡会議事務局長、元衆議院議員・
　　　　　　元那覇市長の瀬長亀次郎さんの孫）
・参 加 費／無料
・申込方法／氏名、電話番号、申込人数を記入の上、
　　　　　 FAXまたはメールでお申し込みください。

第1部 総会議事（予定） 
◆午前9時～午前9時４５分　◆２階・扇の間

石川県保険医協会

石川県保険医協会

◆と　き ／2019年3月24日（日）午前9時～正午

◆ところ／ホテル金沢（金沢市堀川新町1-1）

電話:076（222）5373　FAX:076（231）5156
Eメール:ishikawa-hok@doc-net.or.jp

◆午前10時～正午　◆2階・ダイヤモンド

大川義弘氏（城北クリニック院長）

野口晃氏（かがやきクリニック医師）

三宅靖氏（三宅医院院長）

基調講演を行った工藤事務局長

日頃の疑問や悩みを共有し議論した
（12月16日・ホテル金沢）

石 川 保 険 医 新 聞 第562号（1）2019年2月15日（毎月15日発行）



物
理・薬
物・言
葉

3
つ
の
拘
束

２
０
１
８
年
12
月
９
日

（
日
）
に
ホ
テ
ル
金
沢
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
35
人

と
少
な
め
で
し
た
が
、
会
員
の

参
加
比
率
が
高
い
会
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
と

も
に
歩
む
認
知
症
医
療
と
ケ

ア 

― 

か
か
り
つ
け
医
に
よ
る

も
の
忘
れ
外
来
の
す
す
め
」
で

し
た
。

講
師
は
、
医
療
法
人
財
団
ア

カ
シ
ア
会
理
事
長
で
ク
リ
ニ
ッ

ク
ふ
れ
あ
い
早
稲
田
院
長
、
埼

玉
県
保
険
医
協
会
理
事
長
で
も

あ
る
大
場
敏
明
先
生
で
す
。
先

生
は
、
２
０
１
５
年
に
『
と
も

に
歩
む
認
知
症
医
療
と
ケ
ア
』

を
、
さ
ら
に
そ
の
続
編
と
し
て

２
０
１
７
年
に
は
『
か
か
り
つ

け
医
に
よ
る
も
の
忘
れ
外
来

の
す
す
め
』
を
出
版
し
て
い
ま

す
。
認
知
症
の
人
は
８
０
０
万

人
で
コ
モ
ン
デ
ィ
ジ
ー
ズ
と
も

言
え
、
さ
ら
に
普
段
管
理
し
て

い
る
高
血
圧
や
糖
尿
病
が
認
知

症
発
症
の
リ
ス
ク
に
な
っ
て
い

る
中
で
、
か
か
り
つ
け
医
の
役

割
が
非
常
に
重

要
に
な
っ
て
い

ま
す
。

大
場
先
生
は
、

認
知
症
医
療
に
関

わ
っ
て
28
年
に
な

り
ま
す
。
前
半
の

10
年
は
「
老
人
病

棟
」
で
「
痴
呆
症

医
療
」
に
精
神
科

医
と
共
同
で
診
療

に
当
た
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の

時
、
物
理
的
、
薬

物
的
、
言
葉
的
な

３
つ
の
拘
束
に
大

場
先
生
は
心
を
痛

め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
経
験
が
、
新

オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン

2019年３月ごろの発刊を予定しております。
会員の先生方には１冊無料でお送りします。
（※表紙は第9版のものです）

『福祉マップ第10版』
ただいま編集中！

で
認
知
症
医
療
の
司
令
塔
に
精

神
科
が
な
る
と
い
う
方
針
を
鋭

く
批
判
す
る
も
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。当

事
者
発
信
時
代

後
半
の
18
年
で
「
地
域
で
支

え
る
認
知
症
医
療
の
実
践
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
埼
玉

県
支
部
主
催
の
小
さ
な
集
い
を

こ
れ
ま
で
に
42
回
開
催
し
て
い

ま
す
。
埼
玉
県
認
知
症
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
出
演
し
、
認
知
症
の
医

療
と
ケ
ア
に
新
し
い
時
代
が
来

て
い
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し

た
。
２
０
１
８
年
11
月
に
、
日

本
老
年
行
動
学
会
の
高
齢
者
へ

の
地
域
支
援
と
い
う
セ
ミ
ナ
ー

で
「
心
豊
か
な

老
い
を
支
え

る
地
域
医
療

の
実
践 

─ 

と

も
に
歩
む
時

代
」
と
い
う
演

題
で
パ
ネ
リ

ス
ト
に
な
っ

て
い
ま
す
。

「
介
護
保
険

情
報
２
０
１
５

年
８
月
号
」

の
「
在
宅
の

限
界
点
を
高

め
る
」
と
い

う
シ
リ
ー
ズ

に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ア

カ
シ
ア
会
の
活
動
を
７
点
に
整

理
し
、
自
分
史
づ
く
り
（
回
想

法
）、
本
人
の
提
案
で
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
で
き
る
こ
と
を
追

求
、
食
生
活
の
自
立
支
援
、
地

域
立
脚
で
の
事
業
展
開
な
ど
を

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
に
自
分
史
を
13
冊
発
行
し
た

り
、
地
域
社
会
へ
の
関
わ
り
と

し
て
、
紙
芝
居
、
合
唱
団
、
市

民
祭
で
の
作
品
発
表
な
ど
を
し

て
き
ま
し
た
。
認
知
症
新
時
代

と
し
て
当
事
者
発
信
の
時
代
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
強
調
さ
れ

ま
し
た
。

次
い
で
「
か
か
り
つ
け
医
に

よ
る
も
の
忘
れ
外
来
の
す
す

め
」
で
は
、
２
例
の
ビ
デ
オ
の

供
覧
が
あ
り
ま
し
た
。
１
例
目

は
生
け
花
の
師
範
を
さ
れ
て
い

た
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

の
92
歳
の
方
で
、
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
玄
関
で
花
を
生
け
、
み
ん
な

か
ら
感
謝
さ
れ
、
い
き
い
き
と

し
た
表
情
で
外
来
診
療
を
受
け

る
様
子
で
し
た
。
２
例
目
は
81

歳
女
性
の
Ｍ
Ｃ
Ｉ
（
軽
度
認
知

障
害
）
の
初
診
例
で
、
看
護
師

に
よ
る
問
診
か
ら
診
察
風
景
が

紹
介
さ
れ
、
明
る
い
様
子
が
印

象
的
で
し
た
。

と
に
か
く
月
に
１
度
で
も
２

度
で
も
「
も
の
忘
れ
外
来
」
を

や
る
こ
と
の
意
義
を
強
調
さ

れ
、
講
演
は
終
わ
り
ま
し
た
。

私
が
『
福
祉
マ
ッ
プ
』
と

出
会
っ
た
の
は
大
学
生
の
時

で
し
た
。
社
会
福
祉
実
習
で

訪
れ
た
城
北
病
院
の
先
輩

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
か

ら
、「『
福
祉
マ
ッ
プ
』
は

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
バ

イ
ブ
ル
」
と
し
て
購
入
を
勧

め
ら
れ
、
第
7
版
の
『
福
祉

マ
ッ
プ
』
を
購
入
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
当
時
大
学
生

だ
っ
た
私
に
と
っ
て
、
い
く

ら
『
福
祉
マ
ッ
プ
』
を
読
ん

で
も
、
自
身
の
知
識
に
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

『
福
祉
マ
ッ
プ
』
の
持
つ

力
を
実
感
し
た
の
は
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
就

職
し
て
か
ら
で
す
。
日
々
寄

せ
ら
れ
る
患
者
さ
ん
の
相
談

に
対
し
て
、
右
も
左
も
わ
か

ら
な
い
新
米
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
、『
福

祉
マ
ッ
プ
』
は
心
強
い
味
方

で
し
た
。
常
に
『
福
祉
マ
ッ

プ
』
を
持
ち
歩
く
た
め
、
次

版
発
刊
ま
で
に
ボ
ロ
ボ
ロ

に
な
っ
て
し
ま
う
の
が
常

で
す
。『
福
祉
マ
ッ
プ
』
は

様
々
な
社
会
保
障
制
度
を
利

用
す
る
人
に
と
っ
て
、
と
て

も
分
か
り
や
す
く
記
載
さ
れ

て
お
り
、
患
者
さ
ん
へ
の
制

度
説
明
の
際
に
は
重
宝
し
て

い
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
必
要

な
部
分
を
コ
ピ
ー
し
て
お
渡

し
す
る
と
と
て
も
喜
ば
れ

ま
す
。

特
に
私
が
便
利
だ
と
感
じ

て
い
る
『
福
祉
マ
ッ
プ
』
の

機
能
は
、
制
度
解
説
の
間

に
「
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
」
や
「
ご
存
じ
で
す

か
？
」　

が
入
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
実
際
に
制
度
を

活
用
す
る
際
に
注
意
す
べ
き

こ
と
や
、
知
っ
て
お
く
と
お

得
な
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
て

お
り
、
痒
い
と
こ
ろ
に
手
が

届
く
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
実
際
に
そ
の

制
度
を
活
用
し
て
い
る
現
場

実
践
者
が
『
福
祉
マ
ッ
プ
』

を
編
集
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

で
き
る
技
だ
と
思
い
ま
す
。

各
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

が
執
筆
す
る
、
ち
ょ
っ
と
マ

ニ
ア
ッ
ク
な
情
報
に
も
注
目

し
て
『
福
祉
マ
ッ
プ
』
を
活

用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
か
ら
３
と
打
つ
の
が
好
手
段
。
白
４

に
黒
５
で
白
死
で
す
。
黒
１
で
３
は
白
１
黒

イ
白
ロ
で
白
生
き
。
黒
３
で
５
は
白
３
黒
ハ

白
４
以
下
コ
ウ
に
な
り
、
失
敗
で
す
。

囲

解
答

碁

☗
２
一
角
成
☖
２
三
玉
☗
１
二

馬
☖
同
玉
☗
１
三
金
☖
１
一
玉

☗
２
三
桂
ま
で
７
手
詰
。

〈
解
説
〉
３
手
目
☗
１
二
馬
が

好
手
で
す
。
☖
１
四
玉
な
ら
☗

１
三
金
☖
２
四
玉
☗
２
三
馬
ま

で
で
す
。
５
手
目
☗
１
三
金
で

☖
１
一
玉
に
☗
２
三
桂
で
ピ
ッ

タ
リ
。将

棋
解
答

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

6
＋
8
で
、答
え
は「
14
」

（
問
題
8
面
）

在
宅
医
療
講
演
会

副
会
長

　大
川

　義
弘
（
金
沢
市
・
内
科
）

と
も
に
歩
む

　
　

 
認
知
症
医
療
と
ケ
ア

会員の皆さまにご協力いた
だいておりました標記の署名
について、石川協会集約分
の572筆（全国で約15万筆）
を1月31日に国会議員を通じ
て国会へ提出いたしました。
ご協力いただき、誠にありが
とうございました。

全国から
15万筆を
国会提出

患者負担を増やさないことを
求める署名

35人が参加し開催された（12月９日・ホテル金沢）

講師の大場敏明先生

痒
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く

第 2回

福
祉

ア
ッ
プ

『
福
祉
マ
ッ
プ
』で

川
合

　優
（
城
北
病
院
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）

石 川 保 険 医 新 聞 2019年2月15日（毎月15日発行）（2）第562号



２
０
１
８
年
12
月
13
日

（
木
）
に
保
団
連
北
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
（
新
潟
、
長
野
、
富

山
、
石
川
、
福
井
）
に
よ
る
在

宅
医
療
に
関
す
る
厚
労
省
と
の

懇
談
を
行
っ
た
。
今
回
の
懇
談

も
長
野
県
選

出
の
杉
尾
秀

哉
参
議
院
議

員
の
仲
介
に

よ
っ
て
実
現

し
、
石
川
協

会
か
ら
は
大

川
義
弘
副
会

長
と
事
務
局

２
人
が
出
席

し
た
。
厚
労

省
担
当
者
は

保
険
局
医
療

課
の
佐
々
木

広
司
主
査
と

大
屋
麻
衣
子

主
査
で
あ
っ

た
。
北
信
越

ブ
ロ
ッ
ク
に

て
共
同
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
実
際
の
事

例
を
集
約
し
懇
談
に
臨
ん
だ
。

懇
談
で
は
28
の
重
点
要
求
項

目
の
う
ち
８
項
目
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
っ
た
が
、
以
下
の

３
項
目
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

（
重
点
要
求
項
目
と
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
は
石
川
県
保
険
医
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
３
月
15
日
ま

で
掲
載
）

往
診
翌
日
の
訪
問
診
療

往
診
翌
日
の
訪
問
診
療
を
支

援
診
以
外
の
医
療
機
関
に
も
認

め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
在
宅

医
療
を
担
う
の
は
支
援
診
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
支
援
診
の
要
件

を
緩
和
し
て
裾
野
を
広
げ
て
は

ど
う
か
と
い
う
回
答
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
往
診
・
訪

問
診
療
の
件
数
は
支
援
診
以
外

の
方
が
多
い
こ
と
、
支
援
診
と

連
携
し
て
い
る
支
援
診
以
外
の

医
療
機
関
で
は
算
定
で
き
な
い

こ
と
は
不
合
理
で
あ
る
と
意
見

し
、
厚
労
省
は
受
け
止
め
た
い

と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

複
数
の
在
宅
療
養
指
導
管
理

同
一
の
医
療
機
関
に
お
い

て
、
同
一
患
者
に
対
し
て
複
数

の
在
宅
療
養
指
導
管
理
を
行
っ

た
場
合
に
、
主
た
る
指
導
管
理

料
と
併
せ
て
従
た
る
指
導
管
理

料
に
つ
い
て
一
定
の
評
価
を
設

け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
具
体
的

事
例
と
し
て
自
己
注
射
と
Ｃ
Ｐ

Ａ
Ｐ
（
在
宅
持
続
陽
圧
呼
吸
管

理
）
の
組
み
合
わ
せ
が
多
く
、

こ
の
２
つ
は
疾
患
的
に
も
リ
ン

ク
し
て
い
る
。
自
己
注
射
の
機

器
代
が
大
き
く
、
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
の

管
理
料
し
か
算
定
で
き
な
い
と

逆
ザ
ヤ
と
な
る
。
組
み
合
わ
せ

に
よ
っ
て
認
め
る
ケ
ー
ス
が

あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
と
意
見

し
、
厚
労
省
も
組
み
合
わ
せ
て

い
い
も
の
は
あ
る
か
も
し
れ
な

い
と
の
返
答
で
あ
っ
た
。　

胃
瘻
カ
テ
ー
テ
ル
交
換 

画
像
診
断
以
外
で
も

胃
瘻
カ
テ
ー
テ
ル
交
換
法
を

「
画
像
診
断
又
は
内
視
鏡
」
で

な
く
と
も
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
法
な

ど
で
交
換
後
の
安
全
確
認
が
で

き
れ
ば
算
定
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
他
の
手

技
で
安
全
性
が
確
保
さ
れ
る
の

か
？
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
在

宅
患
者
は
通
院
困
難
で
あ
り
、

人
工
呼
吸
器
を
つ
け
て
胃
瘻
を

し
て
い
る
人
も
い
る
。
そ
の
よ

う
な
人
に
通
院
が
必
要
と
な
る

画
像
診
断
な
ど
を
要
件
と
す
る

の
は
実
態
と
合
っ
て
い
な
い
こ

と
、
全
て
の
医
療
機
関
が
ポ
ー

タ
ブ
ル
の
機
器
を
持
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
伝
え
た

が
、
厚
労
省
は
安
全
性
が
確
認

で
き
れ
ば
と
の
返
答
に
終
始

し
た
。

最
後
に
大
川
副
会
長
よ
り
閉

会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
懇
談

を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と

と
、
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
で
在

宅
医
療
の
実
態
を
明
ら
か
に
し

た
上
で
懇
談
に
臨
ん
で
い
る
こ

と
は
意
義
が
あ
り
一
定
の
成
果

で
あ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
厚

労
省
に
は
現
場
の
実
態
を
踏
ま

え
た
診
療
報
酬
改
定
に
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
と
結
ん
だ
。

医科・在宅医療に関する
厚労省との懇談
具体的事例に基づき要望

事務局　長浦　久実

TEL（076）222-5373  FAX（076）231-5156
E-mail：ishikawa-hok@doc-net.or.jp

石川県保険医協会

―確定申告・医業経営改善のために―
2019年版

保険医の
経営と税務
確定申告の時期が近づいてきました。保団連が確定申告や日常の

経営税務対策のために毎年発行しているテキスト「保険医の経営と税
務」の2019年版が発行されました。 

となります。同封の案内チラシよりお申し込みください（無料分１冊の
みご希望の方もご注文ください）。

会員は１冊無料、２冊目からは会員価格（1,000円）

厚労省担当者（写真右の２人）と約１時間懇談した

新年号クロスワードパズルの答えとお礼新年号クロスワードパズルの答えとお礼

答え　ウリボウ
多数のご応募ありがとうございました。厳正な抽選を行い、5人の方に図書カードを

お送りしました。 （編集部）

厚労省の佐々木主査（写真右）に要望書
を手渡す野口修長野県保険医協会副会長

歯
科
用
金
属
の
値
段

が
高
騰
し
て
い
る
。
合

金
成
分
の
金
も
高
い

が
、
パ
ラ
ジ
ウ
ム
の
値

段
が
白
金
を
超
え
て
金

に
も
迫
る
勢
い
だ
か
ら

だ
。
代
替
と
し
て
期
待
さ
れ
た
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
は
ど
う
だ
っ
た
ろ

う
。
保
険
点
数
は
高
い
が
、
物
性
は

今
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

光
重
合
で
固
め
た
だ
け
の
硬
質
レ

ジ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
冠
で
は
強
度
が
足

り
な
い
の
で
、
加
熱
重
合
し
た
レ
ジ

ン
を
用
い
る
。
そ
れ
は
い
い
と
し

て
、
太
い
金
属
の
支
柱
に
支
え
ら
れ

た
レ
ジ
ン
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
ミ
リ
ン
グ

マ
シ
ン
で
複
雑
な
形
態
に
削
り
出

し
た
後
で
も
、
削
り
出
す
前
の
ブ

ロ
ッ
ク
と
同
じ
強
度
（
曲
げ
強
さ

230M
Pa

）
が
得
ら
れ
て
い
る
と
は

思
え
な
い
。
ブ
ロ
ッ
ク
に
微
細
な
ク

ラ
ッ
ク
（
ひ
び
）
な
ど
が
入
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
か
ら
だ
。

実
際
、
従
前
の
光
を
照
射
し
て
成

型
し
た
後
で
加
熱
重
合
す
る
も
の

（
曲
げ
強
さ200M

Pa

）
だ
と
、
普
通

の
レ
ジ
ン
セ
メ
ン
ト
で
合
着
し
た
だ

け
で
も
問
題
な
い
の
に
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
場
合
、
支
台
歯
と
冠
内

面
の
表
面
処
理
を
し
て
、
合
着
に
は

ス
ー
パ
ー
ボ
ン
ド
を
使
用
し
な
い
と

破
折
を
防
げ
な
い
と
い
う
の
だ
（
昨

年
の
当
協
会
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
よ

り
）。
値
段
が
倍
近
い
の
に
強
度
は

劣
る
。
全
く
わ
け
が
分
か
ら
な
い
。

ま
さ
か
と
は
思
う
が
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
関
連
の
歯
科
機
械
メ
ー
カ
ー
の

た
め
に
導
入
さ
れ
た
の
で
は
？
と
考

え
て
し
ま
う
。

ま
た
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
は
ブ

リ
ッ
ジ
（
架
橋
義
歯
）
に
は
使
え
な

い
。
単
冠
よ
り
も
強
度
が
必
要
な
ブ

リ
ッ
ジ
に
使
う
に
は
そ
の
ま
ま
で
は

曲
げ
強
度
が
足
り
ず
、
強
度
を
上
げ

る
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ァ
イ
バ
ー
を
埋
め

込
む
と
い
う
従
前
の
方
法
で
作
ら
れ

て
い
る
（
必
ず
加
熱
が
必
要
な
は
ず

だ
が
、
そ
う
は
記
載
さ
れ
て
い
な

い
）。Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
は
、
海
外
の

よ
う
に
セ
ラ
ミ
ッ
ク
や
ジ
ル
コ
ニ
ア

に
使
う
べ
き
も
の
だ
っ
た
は
ず
だ
。

こ
れ
ら
は
日
本
で
は
保
険
適
用
の
材

料
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
レ
ジ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
の
保
険
導

入
で
多
額
の
投
資
を
し
て
し
ま
っ
た

技
工
所
や
歯
科
医
院
も
あ
る
と
予
想

さ
れ
、
今
さ
ら
基
本
的
な
歯
科
理
工

の
観
点
か
ら
保
険
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
冠
を
批
判
す
る
こ
と
は
、
彼
ら
の

利
益
を
損
な
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね

な
い
。

窓
口
負
担
の
低
減
を
求
め
る
立
場

と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
事
案
が
医

療
の
其
処
此
処
に
あ
る
よ
う
で
は
、

主
張
の
正
当
性
ま
で
減
じ
ら
れ
て
し

ま
わ
な
い
か
と
心
配
に
な
る
。
全
て

の
国
民
に
期
待
さ
れ
る
、
安
価
で
良

質
で
安
心
の
医
療
、
そ
の
た
め
の
制

度
、
仕
組
み
づ
く
り
を
厚
労
省
に
求

め
た
い
。

疑
問
残
る
レ
ジ
ン
強
度

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の

保
険
適
用

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の

保
険
適
用
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難
病
障
害
の
あ
る
人
の

地
域
生
活
支
援

当
会
は
当
初
、
一
人
の
難
病

障
害
の
あ
る
古
込
和
宏
さ
ん

（
人
工
呼
吸
器
を
利
用
す
る
筋

ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
）
の
地
域
移

行
を
支
援
す
る
た
め
に
集
ま
っ

た
支
援
グ
ル
ー
プ
で
し
た
。
最

初
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
入
れ

代
わ
り
立
ち
代
わ
り
関
わ
っ

て
、
不
安
定

な
状
況
で
し

た
が
、
古
込

さ
ん
が
地
域

移
行
し
た
時

ま
で
付
き

合
っ
て
き
た

の
が
、
現
在

の
メ
ン
バ
ー

で
す
。
私
た

ち
は
コ
ア
メ

ン
バ
ー
と
呼

ぶ
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ

の
顔
触
れ
も

多
岐
に
わ
た

り
、
当
事
者
、
医
師
、
弁
護

士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

訪
問
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
、
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
相
談
支

援
事
業
所
、
医
療
者
団
体
、
そ

し
て
私
の
よ
う
な
障
害
者
運
動

に
長
く
関
わ
り
、
制
度
外
で
動

く
こ
と
を
信
条
と
す
る
人
間
な

ど
で
す
。

当
会
の
名
前
は
障
害
の
あ
る

当
事
者
で
会
の
共
同
代
表
で
あ

る
古
込
さ
ん
が
考
え
て
く
れ
た

も
の
で
す
。
代
表
が
二
人
な
の

は
、
支
援
す
る
側
と
さ
れ
る
側

が
共
に
生
き
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
も
よ
い

か
と
思
い
ま
す
。
全
員
が
手
弁

当
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
任
意
団

体
で
す
。
石
川
を
中
心
に
富
山

提
供
で
き
ま
す
。
当
事
者
自
身

の
ニ
ー
ズ
な
の
で
、
実
地
研
修

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
分
、

小
回
り
が
利
い
て
実
践
的
で

す
。
今
、
３
号
研
修
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
石
川
県
で
は

３
号
研
修
は
年
１
回
し
か
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
富
山
県
で
は

全
く
行
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

理
由
と
し
て
は
受
講
者
が
少
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
障
害
者

自
立
支
援
法
か
ら
障
害
者
総
合

支
援
法
に
変
わ
っ
て
、
障
害
の

範
囲
に
難
病
が
加
え
ら
れ
ま
し

た
。
今
、
そ
の
動
き
が
や
っ
と

石
川
県
で
も
出
て
き
た
わ
け
で

す
。
従
来
の
介
護
の
概
念
を

崩
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

に
差
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ヘ

ル
パ
ー
事
業
所
の
意
識
改
革
も

要
求
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
下
、
当
会
の
医
師
と
ヘ
ル

パ
ー
事
業
所
が
中
心
と
な
っ
て

３
号
研
修
を
独
自
で
始
め
た
と

こ
ろ
で
す
。

医
療
ケ
ア
の
必
要
な
人
た
ち

が
地
域
で
暮
ら
す
た
め
の
支
援

が
今
、
ま
さ
に
要
求
さ
れ
て
い

ま
す
。

わ
ず
か
１
１
0
ペ
ー
ジ
。

読
み
飛
ば
そ
う
と
思
う
と
、

サ
ラ
サ
ラ
読
め
る
。
お
よ

そ
、
保
団
連
・
保
険
医
協

会
に
籍
を
置
く
先
生
方
な

ら
、
そ
の
要
旨
も
簡
単
に
理

解
で
き
る
だ
ろ
う
。
本
当
の

健
康
は
個
人
の
努
力
の
み

で
は
い
か
ん
と
も
で
き
な

い
。
社
会
全
体
が
抱
え
る
問

題
で
あ
り
、
そ
れ
に
気
づ
か

ぬ
限
り
、
日
本
の
未
来
そ
の

も
の
が
な
い
。
そ
う
読
め

る
。
貧
困
、
教
育
、
労
働

環
境
、
そ
の
差
が
い
か
に
深

刻
で
、
人
の
命
に
直
結
す
る

か
？　

デ
ー
タ
を
拾
い
集
め

て
、
読
者
に
迫
る
。
い
か
に

も
服
部
先
生
ら
し
い
緻
密
な

構
成
だ
。

最
初
は
そ
ん
な
書
評
を
書

く
つ
も
り
だ
っ
た
。
で
も
、

書
け
な
い
。
4
章
「
健
康
の

た
め
に
社
会
を
つ
く
り
変
え

る
」
～
病
に
よ
っ
て
生
ま
れ

た
巨
人
～
、
そ
の
１
ペ
ー
ジ

が
私
の
心
を
砕
い
た
。
小
林

麻
央
さ
ん
の
有
名
な
文
章
が

引
用
さ
れ
て
い
た
。
読
ん
だ

瞬
間
、
不
覚
に
も
私
は
号
泣

し
て
い
た
か
ら
だ
。
最
大
の

理
由
は
間
違
い
な
く
私
自
身

が
同
じ
く
病
を
得
た
場
所
に

い
る
こ
と
だ
。
そ
の
場
所
に

立
っ
て
初
め
て
見
え
る
風
景

が
あ
る
。
い
や
、
そ
こ
で
し

か
見
え
な
い
風
景
が
あ
る
。

服
部
真
先
生
。
金
沢
大
学

医
学
部
の
１
年
先
輩
、
頭
脳

明
晰
で
ど
う
し
て
こ
の
程

度
？
の
大
学
に
入
学
し
た
の

か
、
理
解
で
き
な
い
。
時
々

何
を
考
え
て
い
る
の
か
、
分

か
ら
な
く
な
る
ほ
ど
す
ご

い
。
こ
の
薄
っ
ぺ
ら
な
本
を

読
み
返
し
て
み
る
と
、
至
る

所
に
小
さ
な
仕
掛
け
が
あ
る

こ
と
が
見
え
て
く
る
。
私
は

そ
の
仕
掛
け
に
見
事
に
掛

か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
本
の
根
底
に
流
れ
て
い

る
の
は
間
違
い
な
く
「
生
き

る
と
は
何
か
」「
人
間
に
と
っ

て
幸
せ
と
は
何
か
」
と
い
う

問
い
か
け
で
あ
る
。

人
が
日
々
働
く
こ

と
、
そ
の
中
に
幸
せ

を
感
じ
な
い
限
り
、

人
生
そ
の
も
の
が
無

味
乾
燥
な
も
の
と
な

る
。
そ
れ
は
社
会
全

体
が
負
う
べ
き
、
重

い
課
題
だ
。
そ
う
著

者
は
語
っ
て
い
る
。

連載にあたって
「地域で暮らすためにみんなで考える」

新シリーズ

事務局　橋爪真奈美

５歳でデュシェンヌ型筋ジストロフィーと診断され、８歳で入院
を余儀なくされた古込和宏さんと私たちが出逢ったのは、2016年
10月でした。長年療養してきた病院を退院し、地域で暮らすとい
う決断は、彼にとって相当な覚悟であったはずです。

はじめてもらった彼からのメールは今でも頭にこびりついていま
す。「何よりも私は自分の幸福追求のために地域の中で生きたいと
思います。やりたいことや希望がたくさんあり、病院でできなかっ
たこと、趣味の活動、外出や外泊もしたい。障害を持つ仲間を募
り、他の都道府県にはある重度障害者の支援に対応できるＣＩＬ

（障害者自立支援センター）を立ち上げ、自立のお手伝いをしたい。
地域移行した結果として、私だけではなく、長年、時間と労力を惜
しまず尽くしてくれた両親や家族にも自分のためだけに生きてほし
いです。そして私は、多くの重度の難病患者に対する地域社会の理
解が広がることを望みます」。

こんな熱いラブレターを送ってきた彼を、何とかみんなで応援し
たいと思って立ちあがったのが「地域で暮らすためにみんなで考え
る会（2016年10月20日発足、ネーミングは本人）」です。

古込さんは２年以上もの時間を
かけて数々の夢を実現させてきま
した。でも、まだ実現できていな
いことも山ほどあります。本人は
もちろん、古込さんとともに歩ん
できたメンバーの思いを11回にわ
たり紹介します。

で
も
、
医
療
ケ
ア
を
必
要
と
す

る
難
病
障
害
の
あ
る
人
の
地
域

で
の
生
活
を
支
援
す
る
活
動
を

始
め
て
お
り
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る

医
療
ケ
ア

難
病
障
害
の
あ
る
人
の
医
療

ケ
ア
は
訪
問
看
護
だ
け
で
は
賄

い
き
れ
ま
せ
ん
。
ヘ
ル
パ
ー
で

も
吸
痰
や
胃
ろ
う
管
理
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
が
１
号
、
２
号
、
３
号
研
修

で
す
。
１
号
、
２
号
研
修
は
不

特
定
の
対
象
者
に
対
し
て
医
療

ケ
ア
を
提
供
で
き
る
も
の
で
す

が
、
施
設
内
で
の
活
動
が
前
提

で
す
。
ま
た
、
実
地
研
修
先
が

施
設
や
病
院
に
限
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
研
修
先
を
確
保
す
る

の
が
難
し
い
状
況
で
す
。
で
す

か
ら
、
資
格
取
得
ヘ
ル
パ
ー
の

数
も
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
加

え
て
、
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
自
体

が
事
故
リ
ス
ク
を
考
慮
し
、
研

修
終
了
者
が
在
籍
し
て
い
て
も

事
業
所
と
し
て
は
医
療
ケ
ア
を

し
な
い
方
針
の
と
こ
ろ
が
多
い

よ
う
で
す
。

対
し
て
３
号
研
修
で
は
特
定

の
個
人
を
対
象
に
医
療
ケ
ア
が

地域で
暮らすために
みんなで考える

シリーズ

田中　啓一
（地域で暮らすためにみんなで考える会共同代表、看護師）

支
援
す
る
側
・
さ
れ
る
側
　共
に
生
き
た
い

第1回
（全11回）

書評

大平　政樹（金沢市・外科）
わずか110ページの重い問いかけ

『働く人のほんとうの健康法』
『働く人のほんとうの健康法
  ―世直し活動は健康にも最高』
◆服部真（著）
◆学習の友社
◆2018年10月初版
◆1,296円（税込）

古込和宏さん（写真中央）と「考える会」メンバー

試験外出で金沢市内のお寺を訪れた

石 川 保 険 医 新 聞 2019年2月15日（毎月15日発行）（4）第562号



〈シリーズ〉憲法を生きる⑬

日本国憲法が届かぬ沖縄に生まれて
仲里　尚実 沖縄県保険医協会会長

砲弾の破片を集めてアイスケーキに
私は1947（昭和22）年、沖縄戦後 2年目に生まれ
た。母によると、栄養不良のため「猿の赤ちゃんよ
り小さかった」らしい。生まれた時から沖縄には米
軍基地があった。
那覇の明かりが一望できる首里の高台で中学 1年
までの幼少期を過ごした。夜も更けて出窓から那覇
の夜景を眺めていると突然サイレンが鳴り響き、那
覇の町明かりがポッ、ポッと消えはじめ十数秒で
真っ暗になった。父が「灯火管制」だと言う。朝鮮
戦争の真っただ中の時代、朝鮮半島から遠く離れた
沖縄で米軍の指示のもとになされた。当時わが家は
ホヤ付きの石油ランプであったので、眼下の闇夜と
変わった那覇の町が映画のように面白かった。
小学校に入学してから数年間、登下校の際は舗装
されてない通学路の草木の隙間から沖縄戦で撃ちつ
けられた砲弾の小破片をほじくり出して集めたり、
家に帰ってからはあちらこちらの野原で土を浅めに
掘ってより大きめの破片を探した。一定の量が貯
まったころで鉄くず業者に売れば小遣いとなり、ア
イスケーキが買えた。真

しんちゅう

鍮の大型薬
やっきょう

莢などを見つけ
たら鉄くずの 5倍ほどの値がついた。

断水の横で芝生に散水する米兵
古都である首里の町には米軍の基地はなかった。
那覇に下れば米兵を見かけたが、テレビもない新聞
も購読できない家では有線の“親子ラジオ”が社会
についての唯一の情報源であった。子ども心の最初
の転機は中学 2年の時である。画家であった父が財
産を使い果たし、当時は“田舎”である本島中部の
北中城村に家族で移り住み農業を始めた。
家から300メートルのところは米軍住宅基地

（キャンプ・フォスター）であり金網のフェンスが
取り囲む。鉄筋コンクリート建て平屋の住宅が、雑
草一つない緑の芝生が広がる中に点々と裕福なたた
ずまいを見せている。
沖縄戦中、住民が避難したり収容所に囲い込まれ
ている時に、米軍は無人となった県土の一等地をブ
ルトーザーで敷きならし軍用地とした。戦後もその
拡張のため、地元に戻って生活を始めた住民を銃剣
で追い立て、目の前で住居をブルトーザーがなぎ倒

していった。現在ある米軍基地はすべて占領者の米
国が不法に県民から奪った土地である。
何事も米軍優先で県民のためのインフラ整備は進
まず、産業も発展せず、医療保険もない。一家に長
期の療養を要する病者がいると、家屋敷は“病院代”
のためにすぐに無くなった。
当時は村々の飲用水は簡易水道に頼っており、夏
の日照りが続くとすぐに水源は干上がり断水に見舞
われた。雨水を貯めておく家庭用タンクは 1週間も
持たない。しかも比較的大きな水源は基地の中にあ
り、取水・給水は米軍の施設と住宅が優先であった。
この環境の中、私の網膜に食い込んだのは、村の
人々が断水であえいでいる時に、悠々と芝生に散水
する上半身裸の白人男性とその子どもたちの嬉々と
して走り回る姿であった。彼

ひ

我
が

の豊かさと貧しさの
落差にモヤモヤと心に漂っていたものが怒りに変
わった瞬間であった。
ほとんど毎日米軍がらみの事件事故（暴行・無銭
飲食・窃盗・交通事故）が紙面に踊る。ベトナム戦
争が米国にとって泥沼と化していく時であった。日
常的に起こる事件の米軍人と軍属の“犯人”たちは、
すぐにフェンスの中に逃げ込み、逮捕されたかどう
かも分からない。強姦事件が起こってもそうだ。沖
縄人の怒りはマグマのように溜まり始めた。「祖国
復帰運動」が高揚する時期でもあった。

本土での医学生時代に覚えた違和感
沖縄の人口は50万人であったが、12万人が戦死し
た。130人余いた医師は沖縄戦後は50人ほどに減っ
ていた。「死亡診断書」の記載まで医師に診察を受
けられない状況となるのは容易に想像できる。沖縄
に医科大学はなく、何事も軍事優先の沖縄での劣悪
な教育環境では本土の医学部の入試に受かる力はな
かった。「国費留学生」制度ができ、私は東北大学
医学部に「定員枠外」で入学した。沖縄は「日本」
ではなく、米国民政府発行の「パスポート」を携帯
して鹿児島に上陸した。
3月末、宮城県仙台市で下宿生となった。沖縄と

比べたらはるかに肌寒いが、新しい医学生人生が寒
さを感じさせない。 4月になり沖縄にはないソメイ
ヨシノが至るところで満開になり、公園では桜の木

の下で人々が酒や手料理を楽しみながら花見に興じ
ている。「沖縄では英語をしゃべるのですか？」と
問われ憤慨したこともあったが、教科書などに描か
れている風景に感動し「日本はいいところだな～」
と心底思った。 5月、新緑の季節で仙台市全体が
「杜の都」と化す。また感動した。
しかし数カ月で“違和感”を覚えるようになった。
米軍基地の金網フェンスはどこにもない。街を歩き
回る米兵やＭＰ（military police）の姿もない。自
衛隊基地はあったが街はずれだ。地元の新聞には米
兵の犯罪報道が一切ない。「沖縄が異常」なのだ。

日本復帰して46年、今もなお
そして大学民主化を求める“学園紛争・学生運動”
真っ盛りの時代に突入した。「ベトナム戦争反対！」
「沖縄を返せ！」もメインスローガンであった。沖
縄では、逮捕もされず有罪にもならない米兵の犯罪
の連続に、県民の怒りが爆発した「コザ暴動事件」
（1970年12月・現在の沖縄市）が勃発した。商店の
破壊・掠奪は一切なされず、特定の指導者もなく、
米軍関係車両のみの75台以上が燃え上がった事件で
ある。私は事件の概要が明らかになるにつれ“快

かい

哉
さい

”
を叫んだ。
沖縄戦後、米軍支配下に27年、日本に復帰して46
年、沖縄は何が変わり何が変わってないのか？
時の権力者や政府が自分に都合よく沖縄を利用し
踏みつけている歴史は今も変わってない。戦後、武
力で不当に奪われた広大な土地の一部でしかない普
天間基地を返すのに、なぜ沖縄がその代わりの土
地・辺野古の海を差し出さなければならないのか。
しかも新基地の建設は日本国民の税金で賄われる。
「米軍基地建設のための辺野古埋め立て」の是非
についての県民投票が 2月24日に実施される。一筋
縄ではいかない状況に県民は炎上している。

3 月24日（日）の定期総会記念講演にて、
本稿筆者の仲里尚実氏（沖縄県保険医協会会
長）に「沖縄・辺野古移設問題」をテーマにご
講演いただきます。ぜひご参加ください。（案
内は１面参照）

2019年GWの休日加算の取扱い
　2019年ゴールデンウィーク（4/27～5/6）が10日連休となることが決定し、従前通り
休日加算の対象となる旨の通知が1月30日付で厚労省より発出されました
（https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/000475441.pdf）。

　4/28（日）～5/6（月）は祝日または日曜日のため、休日加算の対象です（4/27は土
曜日のため対象外）。
　また、投薬期間が1回14日分までとされている医薬品の取扱いと、処方箋の使用
期間の取扱いについても従前通りです。あらためて、休日加算の算定要件につい
て参考資料を掲載いたします。

（参考）休日加算の算定要件
医科診療報酬点数表通知「初診料」(18) 休日加算
イ　休日加算は次の患者について算定できるものとする。

(イ) 客観的に休日における救急医療の確保のために診療を行っていると認められる次に掲げる保険医療機関
を受診した患者

①地域医療支援病院
②救急病院等を定める省令（昭和39年厚生省令第８号）に基づき認定された救急病院又は救急診療所
③「救急医療対策の整備事業について」（昭和52年医発第692号）に規定された保険医療機関又は地方自

治体等の実施する救急医療対策事業の一環として位置づけられている保険医療機関
　(ロ) 当該休日を休診日とする保険医療機関に、又は当該休日を診療日としている保険医療機関の診療時間以
外の時間に、急病等やむを得ない理由により受診した患者（上記(イ)以外の理由により常態として又は臨時に当
該休日を診療日としている保険医療機関の診療時間内に受診した患者を除く。）

◆左記（イ）により、休日当番医（通知の③に該当）の
ために休日に診療している場合は、診療時間内でも
診療時間外でも休日加算を算定します。
◆左記（ロ）により、「休日を休診日としている医療機
関」、または「休日を診療日としている医療機関の診
療時間外」に、急病等の患者を診療した場合には休
日加算を算定します。
　　医科は『保険診療の手引　2018年版』131ペー
ジ、歯科は『歯科保険診療便覧　2018年度点数改
訂版』10ページをご参照ください。
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気
づ
か
れ
に
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い

免
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症
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（
Ｎ
Ｂ
Ｓ
）
と
言
い
ま
す
と
、

先
天
性
代
謝
異
常
症
を
思
い
浮

か
べ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
今
回
は
、
免
疫
不
全
症

と
い
う
全
く
異
な
る
分
野
で
始

ま
り
つ
つ
あ
る
、
新
し
い
Ｎ
Ｂ

Ｓ
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｎ
Ｂ
Ｓ
の
歴
史
は
、１
９
３
４

年
に
フ
ェ
ニ
ル
ケ
ト
ン
尿
症
が

発
見
さ
れ
、
１
９
６
３
年
か
ら

米
国
で
ガ
ス
リ
ー
テ
ス
ト
が

始
ま
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
て

い
ま
す
。
本
邦
で
は
１
９
７
７

年
か
ら
５
つ
の
先
天
性
代
謝

異
常
症
に
対
し
て
開
始
さ
れ
、

い
く
つ
か
の
変
遷
を
経
て
、

２
０
１
１
年
か
ら
は
新
検
査
法

の
タ
ン
デ
ム
マ
ス
法
が
全
国
で

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は

約
20
疾
患
に
つ
い
て
、
病
気
を

発
症
前
に
み
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
免
疫
不
全
症
に
対
す
る

Ｎ
Ｂ
Ｓ
で
す
が
、
対
象
は
重
症

複
合
免
疫
不
全
症
（
Ｓ
Ｃ
Ｉ

Ｄ
）
で
す
。
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
と
は
、

そ
の
名
の
通
り
細
胞
性
免
疫
と

液
性
免
疫
が
と
も
に
強
く
障
害

さ
れ
て
い
る
疾
患
で
、
多
く
の

場
合
Ｔ
細
胞
が
欠
損
し
ま
す
。

乳
児
期
早
期
よ
り
重
症
感
染
症

を
繰
り
返
し
、
造
血
細
胞
移
植

が
な
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
極

め
て
予
後
不
良
で
す
。
困
っ
た

こ
と
に
、
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
で
は
感
染

症
を
発
症
す
る
ま
で
気
づ
か
れ

な
い
場
合
が
多
く
、
ひ
と
た
び

発
症
す
る
と
重
症
化
し
、
造
血

細
胞
移
植
の
成
績
も
落
ち
て
し

ま
う
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
先
天
性
代

謝
異
常
症
と
同
様
、
発
症
前
に

適
切
に
診
断
し
治
療
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
に
対
す
る
Ｎ
Ｂ
Ｓ

は
、
ろ
紙
血
を
使
う
と
い
う
点

で
先
天
性
代
謝
異
常
症
と
同
じ

で
す
が
、
検
査
法
は
異
な
り
ま

す
。
ろ
紙
血
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

抽
出
し
、
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
（T

-cell 
receptor excision circles

）

を
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
に
て
定
量
し
ま

す
。
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
は
、
Ｔ
細
胞
受

容
体
が
Ｖ
（
Ｄ
）
Ｊ
再
構
成
さ

れ
る
際
に
切
り
出
さ
れ
る
環
状

Ｄ
Ｎ
Ａ
で
、
胸
腺
か
ら
の
Ｔ
細

胞
の
生
成
能
を
評
価
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
で
は

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
が
著
し
い
低
値
を
示

し
ま
す
。

予
後
改
善
の

可
能
性

米
国
で
は
２
０
０
８
年
か
ら

Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
に
対
す
る
Ｎ
Ｂ
Ｓ
が

開
始
さ
れ
、
現
在
で
は
ほ
と
ん

ど
の
州
で
導
入
さ
れ
て
い
ま

す
。
欧
州
や
台
湾
な
ど
で
も
開

始
さ
れ
て
い
ま
す
。
米
国
で
は

約
３
０
０
万
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
、
52
人

が
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
と
診
断
さ
れ
て
お

り
、
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
の
発
症
頻
度
は

１
人
／
５
・
８
万
人
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
従
来
は
１
人
／

10
万
人
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
の
で
、
実
際
に
は
も
っ
と
多

く
の
患
児
が
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
わ
け
で
す
。
Ｎ
Ｂ
Ｓ
で

発
見
さ
れ
た
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
患
児
は

感
染
症
罹
患
前
に
適
切
な
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
結

果
、
96
％
も
の
高
い
生
存
率
を

示
す
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
実
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
以
外
の

疾
患
も
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
低
値
を
示
す

場
合
に
は
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
さ

れ
て
き
ま
す
。22q11.2 

欠
失

症
候
群
や
先
天
性
心
疾
患
な
ど

の
疾
患
が
そ
う
で
、
合
わ
せ
る

と
１
人
／
７
３
０
０
人
の
高
頻

度
で
見
つ
か
る
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
本
邦

で
の
タ
ン
デ
ム
マ
ス
法
に
よ
る

先
天
性
代
謝
異
常
症
の
発
見
頻

度
は
、
フ
ェ
ニ
ル
ケ
ト
ン
尿
症

で
１
人
／
６
万
人
、
ホ
モ
シ
ス

チ
ン
尿
症
で
１
人
／
78
万
人
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
石
川
県
の
平

成
28
年
の
出
生
数
は
８
９
２
７

人
、
北
陸
３
県
を
合
わ
せ
る
と

約
２
・
２
万
人
で
す
の
で
、
Ｔ

Ｒ
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
Ｎ
Ｂ
Ｓ
で
少
な

く
と
も
年
間
数
人
の
北
陸
の
赤

ち
ゃ
ん
の
予
後
を
改
善
で
き
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

本
邦
で
は
２
０
１
７
年
か
ら

愛
知
県
で
試
み
ら
れ
、
首
都
圏

で
も
開
始
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
開
始
す
る
た
め
に
は
、

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
体
制
の

整
備
の
ほ
か
、
拾
い
上
げ
ら
れ

た
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
疑
い
の
赤
ち
ゃ
ん

を
適
切
に
診
断
、
治
療
す
る
体

制
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ら
ま
す
。
石
川
県
お
よ
び
北

陸
で
も
各
方
面
の
先
生
方
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
早
期
に
導
入

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

クイズで考える私たちの医療クイズで考える私たちの医療

2018年10月より実施していた「クイズで考える私たちの医療」
に、多くの会員、スタッフの皆さまからご協力いただきました。誠に
ありがとうございました。石川県保険医協会集約分655通を含め、
全国から７万8648通と過去最高の応募数となりました。１月27日
の保団連代議員会にて景品１等（ダイソンハンディクリーナー）の
抽選が行われ、なんと石川県の方が１人当選されました。
半数以上の方がご意見欄にコメントを寄せており、「勉強になっ
た」「待ち時間で知識が増えました」などクイズを楽しんでもらえた
様子が伝わってきました。一方、患者負担についてご自身やご家族
などの切実な状況を書いてくださった方も多数いました。

全国から
7万8648通！
全国から
7万8648通！ ご協力ありがとうございました！ご協力ありがとうございました！

運動運動

保団連代議員会にてクイズハガキの抽選が
行われた（1月27日・東京 都市センターホテル）

郵 便 は が き

62円切手を
お貼り下さい

1 5 1 - 0 0 5 3

渋谷区代々木2-5-5　新宿農協会館５Ｆ全国保険医団体連合会
「クイズで考える私たちの医療」係行

小児科医からの

発信
小児科医からの

発信
～子どもは未来、
　日本の未来～

《第34回》

和
田

　泰
三
（
金
沢
大
学
附
属
病
院
・
小
児
科
）
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ドナルド・トランプは破天荒なアメリカ大統領で、世界中が彼のツイッ
ターでの発言に振り回されている。アメリカ国民はなぜ彼を大統領に選ん
だのか。今回はトランプを選んだアメリカ社会を考えてみる。

①ルポ　トランプ王国
朝日新聞ニューヨーク特派員の著者が2015年11月から一年間、トラック
運転手、喫茶店員、電気技師、元製鉄所作業員などの、特にトランプの支
持基盤であるラストベルト地帯に居住する14州150人のブルーカラーを重
点的にインタビューしたものである。少し紹介する。
元製鉄所工員「人間、仕事がなきゃ幸せになれぬ。ラストベルトじゃ、
元は民主党支持者が多かったが今やほとんど共和党に移った」。
ケンタッキーの元炭鉱労働者「トランプは石炭産業を復活してくれる。
クリントンは石炭産業を潰す」。
元溶接工「勤務先が保険料を払ってくれないので現在無保険。オバマケ
アで保険料が跳ね上がり勤務先が保険をカットした」。
ウエストバージニアの25歳溶接工「子の世代が親より裕福になれる。そ
んなアメリカンドリームはもはや存在しない」。
インタビューを参考に、最終章「アメリカンドリームの終焉」で以下の
ように述べる。
アメリカンドリームが潰れ、1999年以降アメリカの中年白人の寿命は短
くなった。広がる格差、アメリカの貧困率は13.5%で先進国最悪。そんな
中でトランプは、自由貿易に反対し、不法移民が白人の雇用を奪うとの主
張、福祉ただ乗り論で批判を広げた。トランプの強さは、選挙活動を自己
資金で賄ったことで、選挙戦は顧客サービスと割り切り、聴衆の聴きたい
ことに対し的確に答えたことなどを挙げている。
小書ながらトランプの強さ、勝因を的確にまとめた良書であると思う。

②トランプのアメリカに住む
現役東大教授の著者が、2017年 9 月から10カ月間、ハーバード大学の客
員教授として、ライシャワー日本研究所に滞在し、トランプ大統領が就任

したアメリカ社会を観察した記録。
型破りなトランプの登場は、これまでの大統領がスルーしてきたアメリ
カの暗部や根深い対立と分裂の問題を浮かびあがらせた。著者は、これを
四つの切り口で論じている。①Post Truthの問題、②アメリカ社会の階
級の問題、③ナショナリズムとレイシズムの問題、④性差別と暴力
（MeToo,NeverAgain）で、これらの問題がアメリカ社会の分断と混乱を
生んでいると指摘している。
本書ではほか、東大とハーバード大学を比較して、大学教育の在り方を
論じている、面白い視点であるが、字数の関係で今回は省略する。
アメリカの国旗と国歌についての論考も面白い。トランプの人種差別的
な発言に抗議してアメフトの超人気選手が、試合前の国家斉唱時に国歌を
歌わず、片膝をついて抗議をしたことを端緒に、アメリカ国歌の意味は、
きわめて好戦的な内容であること。時代と共に意義が大きく変わってきた
との解説は、社会学者らしい視点であると思った。

③ヒルビリー・エレジー
2016年に全米でベストセラーとなった一冊。トランプ支持層をよく捕ら
えていると評価されている。著者はラストベルトの、オハイオ州出身の31
歳の弁護士。現在は投資顧問会社の社長。自分をWASPでなく、スコッ
チ＝アイリッシュの家系であり、大学にほとんど進学しない白人労働者階
級出身と紹介している。
ヒルビリーとは田舎者の意味である。実際、大統領選では、この地域の
票がトランプに流れ、トランプの勝因になったとされる。本書によると著
者の人生は、波乱に富んでいる。男性遍歴を繰り返す薬物中毒の母。そし
て、時に銃をぶっ放し、アルコール依存症の祖父と喧嘩ばかりしながら
も、孫に愛情をかけてくれる祖母に囲まれて成長する。自分の将来に大き
な不安を抱えながらも、まず海兵隊に入隊、厳しい訓練のなかで、自分を
律し、社会を渡る知恵を学ぶ。 4年後に除隊。貯金でクルマを買うが、
BMWでなくホンダを運転して故郷に帰るとの記述がおもしろい。その後
は法律で身を立てようと決心。猛勉強してオハイオ州立大学、さらに低所
得者用の奨学金を得て、名門イェール大学ロースクールに進み、アメリカ
上流階層へ入る道が開かれ、良家出身の美人の同級生と結婚、彼女のサ
ポートと愛情により弁護士になる。アメリカン・ドリームを実現したので
ある。
家族の愛情、ひたむきな努力と成功。一方その影に、貧困から抜け出せ
ない無数の低所得者層、家庭の崩壊とドラッグによる人格崩壊と中毒死、
銃と暴力など、アメリカ社会の矛盾を明らかにしている。著者は貧困にあ
えぐ地域社会の問題解決には、十分な社会関係資本の投入が必要と述べて
いる。

④アメリカを動かす「ホワイト・ワーキング・クラス」という人々
著者は、裕福なユダヤ人家庭出身で、イェール、ＭＩＴ、ハーバード大
学を卒業し、フェミニストとして著名な法学者。ハーバード・ビジネス・
レビュー（Web版）で大きな反響を呼び書籍化された。
トランプ支持層とは③『ヒルビリー・エレジー』で指摘されたような、
製鉄など製造業が撤退し落ちぶれたラストベルトの白人労働者とのステレ
オタイプの見方でなく、ホワイト・ワーキング・クラス（白人労働者層）
が核心で、専門職エリートでなく富裕層でもない、かつてのアメリカ製造
業を支えたブルーカラー層との位置づけである。彼らは専門職（医師、弁
護士、学者など高学歴エリート）への強い反感があり、自分たちの思想、
生活が専門職エリートに誤解され、侮蔑されたとの不満がある。一方トラ
ンプは、本物の金持ちであり成功者で反発は少ない。また、最低賃金の引
き上げや大学無料化などを訴えるサンダースも支持しないのである。著者
自身は、専門職エリートであるが、「上から目線」でなく、これまで避け
てきた階層対立の実相を明らかにしたのである。

考察
トランプは、偉大な反面教師だ。社会の分断、ナショナリズムやレイシ
ズム、性差別と暴力、将来に対する絶望感と違法薬物乱用と中毒死など、
今まで水面下で見えにくかったアメリカ社会の深刻な問題が、彼の登場で
明らかになった。上位所得者 1％が97%の富を占有するアメリカ社会は異
常ではないか。今がいくら強国であっても、やがて国力の衰退につながる
と思う。
さて、今回はアメリカのことを取りあげたが、日本も対岸の火事ではな
い。格差と分断、性暴力や差別、貧困、ＬＧＢＴや障害のある人への偏見
と差別など重なる問題も多い。安倍総理もやはりこれらの問題解決に極め
て無関心であると思えるのは、私だけだろうか。

喜多　徹（野々市市・内科）

複眼的に思索する複眼的に思索する
58その読書教室読書教室

○テーマ─トランプ大統領を選んだ　　　アメリカ社会を考える

● ● ● ● ● ● ● ● ● 【読んだ本】 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

①ルポ　トランプ王国
 ─もう一つのアメリカを行く

●金成隆一（著）
●岩波新書
●2017年２月初版

②トランプのアメリカに住む
●吉見俊哉（著）
●岩波新書
●2018年９月初版

③ヒルビリー・エレジー
─アメリカの繁栄から取り残

された白人たち
●J.D.ヴァンス（著）関根光宏・山田文（訳）
●光文社
●2017年３月初版

④アメリカを動かす「ホワイト・ 
ワーキング・クラス」という人々
─世界に吹き荒れるポピュリズム

を支える“真・中間層”の実体
●ジョーン・Ｃ・ウィリアムズ（著）山田光明・

井上大剛（訳）
●集英社
●2017年８月初版
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原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

大平　政樹（金沢市・外科）

コロ、　  憧れの
イタリア旅【第8回】

最終回
混沌の街ローマ

旅
程
５
日
目
、
立
ち
寄
り
先

が
多
か
っ
た
せ
い
で
、
ロ
ー
マ

に
到
着
し
た
時
は
夕
方
６
時
を

回
っ
て
い
た
。
も
う
暗
い
。
最

後
の
ロ
ー
マ
観
光
は
、
正
味
、

明
日
の
１
日
だ
け
。
明
後
日
は

遅
め
の
出
発
だ
が
、
空
港
直

行
。
ロ
ー
マ
の
エ
ク
セ
ル
シ

オ
ー
ル
は
、
豪
華
だ
が
古
い
。

一
部
配
管
か
ら
水
漏
れ
し
て
い

る
。
こ
こ
で
２
泊
。
時
差
の

せ
い
で
東
京
着
は
８
日
目
と
な

る
。
旅
も
終
わ
り
に
近
い
。

ロ
ー
マ
は
大
都
会
だ
。
東
京

と
変
わ
ら
な
い
。
変
わ
っ
て
い

る
の
は
こ
の
大
都
会
に
虫
食
い

状
態
の
よ
う
に
古
代
ロ
ー
マ
が

同
居
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

大
き
な
通
り
を
曲
が
る
と
、
そ

こ
に
突
然
コ
ロ
ッ
セ
オ
が
姿
を

現
す
。
も
う
一
つ
、
東
京
と

違
っ
て
、
道
が
曲
が
り
く
ね
っ

て
い
る
。
三
叉
路
や
ら
、
五
叉

路
や
ら
…
。
碁
盤
の
目
の
よ
う

に
整
然
と
…
と
は
全
く
な
っ
て

い
な
い
。
従
っ
て
、
ロ
ー
マ
で

はW
i-Fi

は
必
需
品
だ
。
最
近

は
プ
リ
ペ
イ
ド
Ｓ
Ｉ
Ｍ
を
現
地

で
購
入
し
て
、
ス
マ
ホ
で
使
う

の
が
最
も
合
理
的
の
よ
う
。
下

調
べ
大
好
き
な
コ
ロ
は
、
実
は

公
共W

i-Fi

を
出
発
前
に
申
し

込
ん
で
お
い
た
が
、
は
っ
き
り

言
っ
て
全
然
役
に
立
た
な
い
。

ば
っ
ち
り
道
に
迷
っ
た
。
結
局

ロ
ー
マ
No
１
の
ジ
ェ

ラ
ー
ト
屋
さ
ん
に
辿
り

着
け
な
か
っ
た
。
今
回

の
旅
行
で
こ
れ
が
一
番

残
念
。

旅
程
６
日
目
。
午
前

は
ま
た
大
忙
し
の
半
日

観
光
。
さ
す
が
に
午
後

２
時
ま
で
ず
れ
こ
ん

だ
。
現
地
ガ
イ
ド
さ
ん

に
案
内
さ
れ
、
イ
ヤ
ホ

ン
ガ
イ
ド
を
耳
に
入

れ
、
ロ
ー
マ
を
回
る
。

例
に
よ
っ
て
ミ
ニ
バ
ン

移
動
。
ベ
ン
ツ
の
ミ
ニ

バ
ン
で
、
４
班
に
分
か

れ
る
。
面
白
い
の
は
ガ
イ
ド
さ

ん
の
案
内
…
「
皆
さ
ん
、
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。
今
横
を

通
っ
て
い
く
の
は
ス
リ
で
す
。

毎
日
こ
の
地
下
通
路
を
往
復
し

て
い
ま
す
」。
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ

ド
な
ら
で
は
…
勉
強
に
な
る
。

本
日
最
大
の
見
所
、
バ
チ
カ
ン

宮
殿
か
ら
帰
る
道
の
こ
と
だ
。

ロ
ー
マ
の
道
は
本
当
に
や
ば

い
。
め
っ
ち
ゃ
大
き
な
交
差
点

な
の
に
、
信
号
機
が
な
か
っ
た

会員リレーエッセー� ◆◆233◆◆

物
心
が
つ
き
始
め
る
頃
よ
り
、「
こ
い
つ
に
は
敵
わ
な
い
」

と
素
直
に
相
手
を
認
め
る
経
験
が
多
い
ほ
ど
、
人
は
よ
り
謙

虚
に
な
る
と
の
仮
説
は
本
当
だ
ろ
う
か
？

私
が
中
学
生
だ
っ
た
１
９
６
０
年
代
の
半
ば
頃
、
都
会
で

の
流
行
り
は
ビ
ー
ト
ル
ズ
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
私
の
周
り
で

は
橋
幸
夫
・
舟
木
一
夫
・
西
郷
輝
彦
だ
っ
た
。
御
三
家
に
限

ら
ず
新
曲
が
出
る
た
び
、
ク
ラ
ス
で
誰
が
最
初
に
正
確
に
歌

え
る
か
の
争
い
に
勝
利
す
る
に
は
才
能
が
必
要
だ
っ
た
。
Ａ

君
は
数
回
ラ
ジ
オ
で
聴
く
だ
け
で
ど
ん
な
歌
も
諳そ
ら

ん
じ
て
み

せ
た
。
加
え
て
、
教
師
に
鼻
歌
を
聞
か
れ
、
そ
こ
ま
で
授
業

を
小
バ
カ
に
す
る
な
ら
皆
の
前
で
披
露
し
な
さ
い
と
の
罰
に

悪
び
れ
も
せ
ず
、
城
卓
矢
の
「
骨
ま
で
愛
し
て
」
を
完
全
独

唱
す
る
胆
力
も
持
っ
て
い
た
。
Ｂ
君
は
楽
譜
も
読
め
な
い
の

に
、
ザ
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
の
「
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
」
を
レ
コ
ー

ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
聴
き
、
買
っ
て
間
も
な
い
エ
レ
キ
ギ
タ
ー

で
演
奏
し
て
み
せ
た
。
鉄
棒
で
何
度
も
大
車
輪
を
し
、
連
続

バ
ッ
ク
転
を
す
る
Ｃ
君
と
Ｄ
君
。
陸
上
部
も
な
い
学
校
な
の

に
、
郡
・
県
大
会
に
出
場
し
１
０
０
メ
ー
ト
ル
走
や
幅
跳
び

で
勝
っ
て
し
ま
う
Ｅ
君
。
両
腕
で
も
抱
え
き
れ
な
い
丸
太
の

よ
う
な
椎
の
大
木
に
腕
と
脚
を
絡
ま
せ
、
10
、
20
メ
ー
ト
ル

と
登
る
Ｆ
君
。
Ｇ
君
は
深
さ
10
メ
ー
ト
ル
以
上
も
潜
っ
て
、

岩
場
に
隠
れ
る
ハ
チ
メ
を
ヤ
ス
で
易
々
と
仕
留
め
る
。
時
に

失
敗
す
る
と
海
底
に
留
ま
っ
た
ま
ま
、
ゴ
ム
を
張
り
直
し
て

再
ト
ラ
イ
す
る
呼
吸
の
長
さ
は
信
じ
難
か
っ
た
。
自
分
に
は

な
い
才
能
の
数
々
を
、
一
学
年
一
ク
ラ
ス
と
い
う
小
さ
な
中

学
校
で
た
く
さ
ん
経
験
し
た
の
だ
か
ら
、
井
の
中
の
蛙
と
い

え
ど
も
謙
虚
の
カ
タ
マ
リ
と
し
て
成
人
す
る
は
ず
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
社
会
に
出
る
と
、
私
以
上
に
謙
虚
（
？
）
な

の
は
、
何
で
も
で
き
る
優
秀
な
奴
の
方
が
多
く
、
そ
の
仮
説

の
信
憑
性
の
な
さ
を
悟
っ
た
。
深
く
反
省
し
、
再
度
、
心

を
鍛
え
る
た
め
に
ゴ
ル
フ
を
始
め
た
。
し
か
し
、
25
年
の
修

行
を
経
て
今
思
う
。
ゴ
ル
フ
好
き
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
某

国
の
首
相
や
大
統
領
に
謙
虚
さ
を
見
出
す
の
は
困
難
な
よ
う

に
、
こ
の
仮
説
も
怪
し
い
と
。
真
の
謙
虚
さ
を
身
に
着
け
る

修
行
法
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

井
の
中
の
蛙
に
は 

　
　
ど
ん
な
修
行
が
良
い
の
か

平
田
　
米
里
（
野
々
市
市
・
歯
科
）

り
す
る
。
要
す
る
に
入
っ
た
も

ん
勝
ち
。
ど
う
考
え
て
も
事
故

が
起
こ
る
で
し
ょ
！　

怖
い
。

そ
れ
で
も
、
運
転
手
さ
ん
は
慣

れ
た
も
の
で
、
コ
ロ
ッ
セ
オ
→

ト
レ
ヴ
ィ
の
泉
→
フ
ォ
ロ
・
ロ

マ
ー
ノ
→
カ
ン
ピ
ド
ー
リ
オ

の
丘
→
真
実
の
口
→
サ
ン
ピ
エ

ト
ロ
寺
院
→
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼

拝
堂
→
コ
ロ
ン
ナ
宮
殿
、
と
定

番
の
観
光
地
を
要
領
よ
く
巡
っ

て
い
く
。
サ
ン
ピ
エ
ト
ロ
寺
院

と
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
は
バ

チ
カ
ン
市
国
の
中
に
あ
り
、
入

場
（
入
国
）
す
る
際
の
検
問
が

物
々
し
い
。
世
界
中
か
ら
の
観

光
客
、
時
に
宗
教
者
が
列
を
な

し
、
気
を
つ
け
て
い
な
い
と
人

の
波
に
飲
み
込
ま
れ
る
。

中
で
も
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝

堂
は
特
別
な
場
所
だ
。
神
聖
な

エ
リ
ア
ゆ
え
に
、
撮
影
も
禁

止
。
そ
れ
で
も
分
か
っ
て
い
な

い
観
光
客
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ま
で

焚
い
て
、
写
真
を
撮
り
ま
く
っ

て
い
る
。
超
混
雑
を
物
と
も
せ

ず
警
備
員
が
駆
け
寄
り
、
彼
は

連
行
？
さ
れ
て
い
っ
た
。
か
の

有
名
な
教
皇
選
び
「
コ
ン
ク

ラ
ー
ベ
」
も
こ
の
場
所
で
行
わ

れ
る
。
こ
の
礼
拝
堂
を
世
界
に

知
ら
し
め
た
の
は
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
が
描
い
た
壮
大
な
天
井

画
。
ま
さ
に
圧
巻
、
見
上
げ
る

時
間
が
長
す
ぎ
て
首
が
痛
い
。

最
後
に
、
こ
の
日
は
運
良

く
、
コ
ロ
ン
ナ
宮
殿
の
開
館

日
。
映
画
「
ロ
ー
マ
の
休
日
」

の
最
も
有
名
な
１
シ
ー
ン
は
こ

こ
で
撮
影
さ
れ
た
。
そ
の
階
段

に
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ロ
ー
マ

侵
攻
時
に
打
ち
込
ま
れ
た
砲
弾

の
跡
が
生
々
し
く
残
る
。
歴

史
に
は
常
に
光
と
影
が
あ
る
。

ロ
ー
マ
は
歴
史
を
刻
む
街
だ
。

（
完
）

囲 碁

（解答は 2 面にあります） （解答は 2 面にあります）

黒先　（５分で１、２級以上）
〈ヒント〉 黒二子をうまく捨てて
 眼形を奪います。

〈ヒント〉角のうまいさばき……。
 （10分で１級）

■出題　九段　石榑郁郎
■出題　九段　西村一義

初級編 初級編

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え2面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独6 9 2
8 2 7

4 3 1
9 3 4
1 □ 5

8 6 1
3 □ 1 9

2 5 7
2 5 4

古代ローマの政治の中心地、フォロ・ロマーノ

サンピエトロ大聖堂内、彫像群の一つ

「ローマの休日」の舞台となったコロンナ宮殿
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